研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　青明舎　　　　職　種　　ソーシャルワーカー　氏　名　清水　博己

	期　　間　　平成１９年　２月　９日　

	出張目的　　平成１８年度青森地域職業リハビリテーション推進フォーラム

	出 張 先　　アピオ青森

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


全体考察：精神障害者の就労支援というテーマのフォーラムで、注目すべきところは精神障害者生活訓練施設で精神障害者の雇用を行った、という点と、青森県内の雇用率の３倍をいく宮城県での取り組みというものに関心をもった。精神障害者を支える為には、障害特性の理解と共有が必要であり、緊急時の専門家の支援とナチュラルサポート（就労支援者以外の職場内での支援）が大切だと改めて感じた。無理なマッチングは、障害者、事業主のどちらもマイナスになりかねないため、青明舎のような就労支援機関と公共職業安定所などと、連携をとりながら慎重に進めていく必要もある。またこれまでの就労支援方法は間違っていなかったが、今後効率の良い支援と多くの機関を巻き込んだネットワークの拡大をしていきたいと思う。

事例紹介Ⅰ　クローバーズピア八戸「ひまわりの家」での就労支援

　○生活支援センターでの取り組み

　　精神障害者地域生活支援センター清里　高橋　玲子　氏

　○ハローワークでの取り組み

　　八戸公共職業安定所　浜山　剛　氏

　○障害者職業センターでの取り組み

　　青森障害者職業センター　吉田　真也　氏

　○事業所での取り組み

　　クローバーズピア八戸「ひまわりの家」　東　正子　氏

　支援のポイント

　　役割分担を行い、それぞれが連携をとりながら行った。

　　○地域生活支援センター　総合調整

　　　　　　　　　　　　　　当事者生活支援

　　　　　　　　　　　　　　当事者就労支援

　　　　　　　　　　　　　　事業所の連絡窓口

　　○障害者職業センター　　当事者就労支援

　　○ハローワーク　　　　　制度活用案内

　　　　　　　　　　　　　　スケジュール設定

　　

　考察：公共職業安定所を絡める事で、就労支援の適正さが事業所に伝わる事や、求人票、障害者求職登録、紹介状など書面で事跡が残り確実性が増すなどのメリットがある。青明舎での安定所を通すようにしている。総合調整する施設がそれぞれの役割を認識し、働きかけ連携をとっていく事は必要であると感じた。

事例紹介Ⅱ　精神障害者の雇用にチャレンジしてみて

　　　　　　ハートランドさくら　施設長　高橋　佐良子　氏

　精神障害者生活訓練施設に精神障害者（統合失調症、てんかん）が雇用された。障害について、スタッフのみが知っている。職種は、事務補助と生活指導員。トライアル雇用、ジョブコーチ支援事業を併用実施。

　

　ジョブコーチが支援に入るが、施設入所者には障害を開示していない為、殆どが事業主（施設長）の不平不満を聞く事が主だった。立場的には、精神障害者の支援者と事業主という２つがあり困難なケースであったが今年１月より雇用となった。

　考察：障害のクローズでの支援の難しさ、を実感した。雇い入れの際に、職業安定所と雇用主（法人側）との間だけでのやりとりで受け入れとなり、現場の体制が整わない状態で受け入れた、というのが問題だと感じた。事前に就労支援者による職場環境調整の重要性を感じた。

　特別講座　精神障害者の効果的な就労支援について

　　宮城障害者職業センター　高瀬　健一　主任障害者職業カウンセラー

　

　宮城県は、社会適応訓練の歴史が深く大場製作所などが有名。

　求人企業へのアプローチとして、ハローワーク地域障害者就労支援事業としてハローワーク担当者と施設職員とで企業アプローチを事業として実施している。

　支援者として目標管理、障害者と企業をつなぐマッチングポイントを明確にする、情報を整理することが必要。情報の整理には、本人の希望、現状、障害に対する態度（理解・受容の状況）と支援機関等に対する態度・利用技術が必要。

　○自己理解の支援のポイント

　　・自己理解をすすめるための基本スタンス

　　　・支援者が本人の状況を明らかにする　→×

　　　・本人と支援者が一緒に情報の収集と　→○

　　　　整理を行う

　　・「就職」ではなく「安定した職業生活」を目標にする

　　・長所（セールスポイント）の把握に心掛ける

　　・課題点は、どのような配慮や支援が必要かという視点で捉える

　　・自己効力感とストレスマネジメントに焦点をあてる。　

　○自己理解の支援ツール

　　・チェックリストや図表の活用等、本人が現状を把握しやすいように工夫する。

· 収集した情報と本人といっしょに文書化してみる

　　・信頼関係が基盤となるが、コミュニケーションの方法にも気を配る。

考察：宮城県での取組みは、実施している事は八戸と「さほど」変わらないように思えるが数値の桁が違う。雇用率が青森の３倍であり、歴史のある社会適応訓練事業や就労支援機関が充実している事がこの結果なんだろうか。行政と施設との連携、協働する事が必要だと思った。
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